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L1H* = 2.303Hm-RT (1) 
L1S九 2.303R(log 2nfmax何苧J子)-R (2) 
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図1 VAc添加によるAε'とβUJ!:i_化
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また図1Hとは緩和時間の広がりを示す Fも併記してあ
る L1εノおよひ、F共VAc量lこ対してピークを持つ曲線とな
っている.そのピークを与えるVAc量は約6重量%であ
10 4 
る.
以上の実験結果から，L1H*がVAc量の増加に伴っ
て大きくなることは VAcが架橋剤となって網目構造
を形成するために分子回転に対する束縛が大きくなる
と解釈される.さらにまたこのために平均緩和時間で
(=研お)が VAc量の増加につれて長くなる結果
